
生 徒 が 主 体 的 に 取 り 組 む 体 育 授 業 の 研 究

~到達目標を明確にし,見通しをもって学習を進める授業の構築を通して~

I はじめに

知識基盤社会,グローバル化,少子高齢化等,多岐

に渡って社会が急変し,それにともなって様々な問題

が表出してきている。その問題の1つに,「自ら主体的

に物事に取り組もうとせず,周囲の流れに身を任せて

しまうような風潮」が社会全体で見受けられる。こう

した状況を受け,教育界においても,平成20年新たな

学習指導要領が告示され,中学校ではいよいよ平成24

年度より完全実施となる。この中では,従来同様に,

確かな学力,豊かな心,健やかな体の調和を重視する

「生きる力」をはぐくむことが重要になっている。私

は体育の授業を通して,「生きる力」を育成するために

必要となる基礎的・基本的な力の根幹となる資質・能

力を身に付け,主体的な態度を育てたいと考えた。

平成20年度体力・運動能力の年次推移の傾向を調

査した資料(平成20年度体力・運動能力調査報告書

文部科学省)より述べる。青少年(6~19歳)は,長

期的にみると握力の項目については,ほとんど変化は

みられないが走・跳,投能力にかかわる項目は,体

力水準が高かっだ昭和60年頃と比較すると,低い水準

になっている。最近10年間の新体カテストの合計点の

年次推移をみると特に大きな問題はないように見受け

られる。しかし,現実には,子どもの体を動かす機会

の減少や運動嫌いが増えていることが指摘されている。

文部科学省の提示した次のグラフから,平成22年度の

生徒の体力合計点の推移で,平成20年,21年とほと

んど向上していないことが明らかになった。(図1は中

学校のもの)

図1 文部科学省発表中学生の体力:体力合計点の推移

次に,運動部や地域スポーツクラブに所属している

子どもと,何も所属していない子どもの体力テスト合

計点を比較した調査から述べる。運動部や地域スポー

ツクラブ等の運動の実施率が高い子どもほど,体力の

合計点は高く,実施率が低い子ほど低くなっている。
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つまり,自分が興味をもった運動を習慣的に行うこと

が大切であり,さらには子どもが目的意識をもって,

運動の楽しみ方を知ることが技能習得,技術・体力

向上に大きくつながっていることが分析できる。

以上のような調査結果や分析から,体育授業の中で

子どもの興味を大切にしながら,子ども自らが向上・

改善を図るような授業構築が必要であると考える。ま

た,体育授業の中で子どもが明確な目標・めあてを意

識し,主体的に取り組む体育授業の在り方の研究が必

要であると考える。

具体的には,子どもたちの体力・運動能力の低下が

対して問題視される時代の中で,子どもが自らの運動

学習課題を明確に理解し,到達目標を把握しながら個

人の力を伸ばそうとする子ども(生徒)の育成が必要

であることから,新学習指導要領に挙げられる内容の

中で,「学習意欲の向上や学習習慣の確立」と「豊かな

心や健やかな体の育成のための指導の充実」を重視し

て,課題実践研究を進めることが必要であると考えた。

学校教育を通して,体育科が担う役割として,運動

技能の向上,体力の向上を図ることが本質ではなく,

体育の目標にもある「心と体を一体としてとらえた」

とある様に,成長の過程でからだを動かすことの「楽

しさ」「行い方」を体育学習を通じて学ぶことが重要で

ある。その中で,「生徒が主体的に取り組む体育授業」

とはどのようなものが妥当と言えるのか。その考察に

向けて3年間の学びを教師力向上実習nの実践におい

て研究することとした。

n 実践研究の内容

1 研究のねらい

私は,体育の授業を通して生涯にわたって運動に親

しむ資質や能力を備えもった生徒を育てたいと考えて

いる。つまり,「できる,できない」「上手い,下手」

「強い,弱い」で,運動の得手や不得手を決めてしま

うのではなく,運動の魅力である楽しさや喜びを感じ

ることのできる生徒を育てたい。また,自ら次の課題

を見つけ,その課題解決に対して主体的に取り組む生

徒を育てたいと考えている。こうした生徒を育てるこ

とができれば,生涯にわたって何事にも主体的に取り

組む生徒に迫ることができると考える。

しかし,現代の中学生の実態は,運動を積極的に行

おうとする生徒もいれば,嫌々運動をする生徒も少な

くない。いねば,運動に対する「二極化現象」がみら



れる。運動に接する機会が多い生徒ほど,運動を好き

であると答えることが多く,体カテストの合計点も高

くなっている。また,体力に自信がある生徒は,体力

の合計点も高いことが挙げられている。これは,生徒

が興味・関心をもつ中で自らが体を動かそうとする思

考を体育学習で育んでいくことが必要である。

一方で,運動に接することが少ない生徒は,否定的

な印象をもっている傾向がある。これは,運動は楽し

いものであるという経験が少なく,「疲れる」「きつい」

の印象をもつ特徴かおる。体育授業が「おもしろくな

い」「難しい」と考える生徒は,自分のからだをどのよ

うに動かしているか理解できないことが,思うように

動かすことができない原因となり,動きの仕方を理解

できないことで満足感を味わう機会が少なくなってし

まうのではないかと考える。そこで,体育学習におい

て「分かる授業」が必要である。それは,記録の中で

の数値的な変化,映像やからだの動きのイメージが当

てはまると考える。また,自分の動きを認識しながら

がらだの動かし方を意識していくことにより,できな

かったことができるようになる。生徒は,体育学習の

学びの中から満足感・達成感を味わう機会を体験する

ことができ,この経験を通してその他の運動種目に対

しても意欲的に取り組もうとしたり,体育授業以外に

もからだを自ら主体的に動かそうとする習慣化が身に

付いたりすることが期特できる。また,生徒が自らの

ライフスタイルの中にからだを動かすという1つの生

活スタイルを形成することを導き出すことにもつなが

る。

つまり,生徒は体育学習を通して,基礎的な技能を

身に付けながら楽しく意欲的に実施しながら,できな

いことを目標として掲げて,それに向けて練習したり,

復習したり,考えを深めたりと生涯教育としてのスポ

ーツ・体育の要素を学ぶことができる。

そこで,次のような方針で研究を進めたいと考える。

①楽しく意欲的に実施できる授業

②自分の課題の状態を知ることのできる授業

③目標が明確な授業

④振り返って成果及び課題が分かる授業

こうした取り組みにより,テーマである「生徒が主

体的に取り組む」が育つと考える。

2 研究を進めるにあたって

教師は,生徒だちと共通意識の中で行う学習活動を

展開させるためには次の2点が必要である。

1点目は,生徒の個々の考えや感じていることを引

き出したり,聞き出したりすることである。生徒が興

味・関心を抱きながら,教師と生徒,生徒集団のそれ

ぞれが共通意識を導き出して目標とする姿を思い描い

て取り組むことが授業の到達目標により近づけること

につながってくる。
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2点目は,生徒が段階に応じて活動することができ

る場面,環境の条件を厳選して授業に取り入れていく

ことが必要である。生徒の能力,適性,興味,関心に

応じた教材を授業計画に取り入れることで生徒の学習

意欲は向上する。また,教師は指導計画を立てる中で,

生徒を学習計画の立案に参加させていくことにより自

らが主体的に学ぼうとする生徒の姿が期待でき,生徒

の個人差を考慮しながら個々の課題や目標を自由に設

定し,明確な目標を立てやすくなると考える。その際

に課題や目標については体力面での内容に限ること

なく,運動が苦手とする生徒は取り組みに関する役割

を決める場面であったり,内容を実施する中でのルー

ル作りであったりと課題や日標を掲げさせることもで

き,すべての生徒が主体的に学習する姿を育てること

ができる。そこには,計画的で継続性のある指導が必

要であり,単元間での系統性をもたせる中で,生徒が

段階に応じて活動ができる場面,環境の条件を整える

ことを取り入れた指導計画の立案が必要であると考え

る。

3 問題点

先にも述べたが体育科の課題としては,運動を実

施する者・しない者「二極化」の構造が挙げられる。

さらに運動実施をする者の中でも,専門的な指導を習

う者とそうでない者に分類されるといった,多様な運

動実施に関わる様子が顕著に現れている。

名古屋市の中学生を対象としたアンケートの調査か

おる。その中の項目で「運動やスポーツをする時には

1日にどのくらいの時間行いますか(学校の体育授業

を除きます)」という内容がある。生徒には,30分未

満,30分~1時間,1~2時間,2時間以上の4項目か

ら1項目を自分自身の実状を解答するものである。結

果は,男子では「2時間以上」が60.8‰女子は42%

であり,男子は女子より実施時間が長い傾向がみられ

た。女子の体育に対する意識が年齢が上がるにつれ

て低下している。また,「30分未満」の生徒は男子で

は16. 9%,女子では37. 5%であった。これは運動やス

ポーツをすることが体育の時間を除くと少ない結果の

現れである。全国の調査結果と比較すると名古屋市の

中学生に限ったことではないが運動に取り組む時間

が少ないことが明らかになってきた。

男女ともに,運動実施頻度が高くなるにつれて,体

力合計点が高くなる傾向がみられる。 しかし,実際に

は,日常で体育の授業を除けば,からだを動かすこと

が30分未満であると答える生徒が男子で約2害i」,女子

で約4害ﾘに上る状況である。

このように,現実として運動・スポーツを実施する

ことが子どもの体力向上に大きく関係してくることか

らも体育授業でからだを動かすことが楽しい,必要で

あるという体験,経験が必要とされていると考える。

それ以外には,体育に対する抵抗を抱く児童・生徒



は経験から体育,からだを動かす運動学習を受け入れ

られず,授業を行う前から拒絶してしまうことがある。

4 原因

現代社会において冒頭に述べたように,子どもを取

り巻く状況は大きく変化している。それは,からだを

動かすことが楽しい・面白いという基木的な運動遊び

の経験が損なわれていることである。現状として,運

動に興味をもち,活発に運動する子どもとそうでない

者に分けられる,いわいる二極化の状況がある。さら

に運動する子どもの中にも自分の興味・関心から運

動する者と,特定の競技に特化させたり,苦手を克服

のために幼児教室に通わせたりする事例,親の教育的

な意味合いから運動をさせられる者に分けられる。

また,子どもの生活環境の変化から運動をする機会

が少ない割合が上昇する傾向もあり,小児生活習慣病

の増加や肥満児の増加からも運動・体力の低下が問題

視される状況もある。この問題の大きな要因としては,

子どもの遊び場の減少,自然環境の減少,子どもの自

由時間の減少,情報化社会による情報の氾濫,家庭環

境の変化等,現代社会におけるさまざまな要因が挙げ

られる。

5 手だて・方法

(1) 教科の目標・内容の理解

保健体育科の目標として,体育と保健を関連させて

いく考え方が強調された。保健体育科の究極的な目標

である「明るく豊かな生活を営む態度を育てる」こと

を目指すために諸問題に対して検証して心と体をよ

り一体としてとらえ健全な発達を促すことがもとめら

れる。「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育

成」,「健康の保特増進のための実践力の育成」及び「体

力の向上」の3つの具体的な目標が相互に密接に関連

していることが重要なねらいである。

(2)指導内容,生徒の実態の把握

今回の実習中学校では,第1学年のクラスにて授業

実践である。実習校は第1学年では,男女共修を取り

入れており,男女のそれぞれの年齢の発育段階,思春

期の思考・判断のレベルを考慮して指導内容を段階に

分けて行い,実施する時に取り組みやすい課題を生徒

の個人,生徒果団(男女別)の実態に合うように指導

過程を検討されていた。その中でも,実習校の学校教

育目標である協力・責任,「一人一人がやろうとするこ

と。そして,みんなでやればできないこともできる。」

を念頭に置いた授業実践である。

1年生の生徒は,運動能力が比較的高く,部活動に

対しても積極的に参加する生徒が多い。運動を苦手に

している生徒も,授業に対して積極的に取り組むこと

ができている。その中で,個人,小集団(活動の時の

グループ)の目標,課題,改善点を常に考えながら,

個人,果団のそれぞれの場面において考えを深められ

るようにポイントを明確にさせて,生徒の考えを引き
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出せるように授業を検討することとした。

(3) 発問,指示,応答,対応のあり方

=全体指導の場において,指導方針を生徒に分かりや

すいように板書に提示しながら意図的な指名したり,

手を挙げさせて課題の達成状況を確認したりする。ま

た,個別指導の場面では,生徒の感じたことを発言さ

せて,その周りの生徒にも学習内容で感じたこと,考

えたことを伝えさせて相互に理解を深める場面を授業

に取り入れる。指導場面で,一方的に指導するだけで

なく生徒から考えを引き出せるように教師としての立

場と,コーチングのように生徒の活動をサポートする

ような関わり方をしていく両方の姿勢で指導にあたる。

その中でも,授業全体での生徒に関わる安全確認・配

慮を徹底する。

(4) 教材選択,作成

陸上競技の授業を実践する。取り扱う種目は,短距

離走,リレー,長距離走(男子1500mのみ)を実施す

る。その他に学校独自の取り組みとして,1年生は綱

引き,2年生は大縄とび,3年生はダブルタッチを実施

する。その他山2人3脚リレーを取り入れ学校独自

の種目も体育の授業の中で練習を実施させる。また,

体育大会の整列指導の一環として集団行動の取り組み

を単元の中に取り入れ,繰り返して練習を実施する。

このように義務教育機関では,教科指導と学校行事

(健康・体育的行事)と連携を図りながら教育活動全

体を一体として展開していくことが必要である。

(5) 授業設計カ

バトンパス,クラウチングスタートの主観的イメー

ジと客観的イメージの双方を活かしながら,それぞれ

のズレについてからだを実際に動かす中ですり合わせ

ていく。その過程で,VTR(DVD),デジタルカメラの映

像教材を用いて,具体的なイメージ(自分たちの映像

と理想的なバトンパスの映像)を認識する。グループ･

ベアなどでの関わり合い,課題の設定や振り返りまと

める,作戦・方法を立てる,話し合いの中で伝え合っ

たり,からだで表現し合ったりする場面を意図的に取

り入れる。その過程で,教師が生徒の言葉を引き出せ

るような授業を実施して,言語活動の充実を図る。生

徒間で互いの考えるイメージを言葉によって伝えて,

からだ全体で表現することにより「深まり,高め合う」

という意識をもつことができる。個々の生徒が見通

しをもちながら目標(体育大会での日標)を達成しよ

うとする内発的な動機づけ(意気込み)を生徒がもて

るように導入段階で明確な日標を掲げさせる。目標は,

数値的なものでも構わないし,他者との競争意識をも

つことでも構わない。経過の中で達成可能な目標を立

てること,クリアしてしまったら新たに目標設定させ

ることを実施させる。

(6) 評価

評価するスケジュールを作成する。前期,中期,後



期の3期に評価する。教師が指導する内容を個々に決

めるものであり,技能や知識は視覚的に分りやすく評

価しやすい。その中で,生徒は関心・意欲・態度を身

に付けて,さらに思考・判断をしていく。このような

一連の思考の過程を加点しながら総合的な評価を実施

する。段階的な評価が生徒の学習に生かされるよう,

生徒に口頭,体育ノートを使用して朱書きによる評価

を与えながら,一連の指導を振り返りながら指導内容

の改善を図り,必要に応じて評価規準を修正していく

ことが必要である。

C「陸上競技」の評価規準の具体例

表1 C「陸上競技」の評価規準 ※国立政策研究所の資料より

(7) 記録会の設置

学校行事の体育大会での出場種目を決める手立てと

して,体育の授業の始めに記録会を設定する。目的は,

個々の力量の把握と具体的な目標を掲げて学習が行う

ことができるからである。あくまでも授業のまとめ,

学習発表の場として位置づけたいと考える。学校行事

と記録会の違いについてまとめると3つの点で考えら

れる。

① 組織・企画・運営を通して,生徒の主体性,組織

運営能力,自治能力の基礎を育てる。

② いろいろな競争形態を授業の目標・目的に対して

考案・体験する中で,今後の課題についての見通

しをもたせる。

③ それぞれの学習のまとめを行うとともに,今後の

課題について見通しをもたせる。

(8)指導内容の全体を通して

「互いに学び,教え合う中で個々の力を伸ばす」を

学習課題に体育の授業を検討する機会を設定する。ま

た,PDCAサイクルを活用して学習過程を確認し,修正

が必要あれば再検討して課題を明確にしながら目標を

達成させることが必要である。

(9)8秒間走について(常時活動)

個人内での評価をするために,継続して8秒間走を

導入する。生徒の中には,運動を苦手とする生徒が存

在する。また,走ることに対して年齢的にも興味・関

心を抱かない。8秒間走は,個人の力に合わせて実施

できる評価方法だと考える。その結果として自分が自

14

主的に自分自身の力を知ろうとする姿が期待できる。

さらに,自分以外の人たちと自分の記録を比較するこ

ともでき,意欲的になれると考える。

(10)走る運動を理解する

走り方をデザイン

ー中間疾走をどう演じるかー

スタートした後の中間疾走で,上体を押さえて走る

方法が大切であることに気づかせる。また,走る長さ

を3分割した時に,どの間が走るスピードが一番早い

のかを予測する。そして,実際にタイムを計測したり,

主観的・客観的な観察をしたりとからだを動かすこと

だけでなく,図2のように走る前に予測しながら運動

にっいて学習することが必要である。

図2 生徒のﾜｰｸｼｰﾄ記録(100m走のデザイン,ﾜｰｸｼｰﾄの感想)

(11) 生徒の様子をとらえる

運動能カテストとして実施されている新体カテスト

の結果と1学期の体育の評価を上位,中位,下位に分

けて男女1名ずつ選び,学習記録と観察から生徒の様

子について記録をとっていく。記録のとり方は,教師

自身の主観と学習記録,記録会の記録から学習過程の

理解度を把握する。

(12)教師の言葉の意味

集団行動の一斉指導の場で,学習環境もまともに整

えられない時期(暑さ)であるため,指導の方法で生

徒の気持ちを常にマイナスのイメージを与えるような

言葉がけをしないようにする。常に,プラス面での評

価を与えるような声をかける。褒める内容の言葉では

なく,感心や称賛した言葉を中心に伝えるようにする。

生徒の意欲を日標と結び付けて意識させながら学ばせ

ることが必要である。

指導の場面では,生徒が常に次への活動が分かり,

見通しをもちながら学習が取り組めるように,次への

学習のポイントを付けたしていく指導を心がける。

(13)教科指導の実践

陸上の単元で,10月に実施される学校行事の体育大

会に向けて集団行動を再確認しながら,授業を進めて

いき,陸上種目の短距離,リレー,それ以外で2人3



脚,ダブルタッチ,大縄,綱引きを指導していく。指

導過程で,見通しをもち活動できることを意識させる。

今の段階で何を意識して実施するべきか課題をしなが

ら学習ができるようにする。また,それぞれの運動に

対する個人差を考慮しながら,生徒が意欲的に取り組

めるような導入を取り入れてやる気にさせる授業展開

を検討する。全体指導と個別指導における指導のポイ

ントを明確にして,生徒にも活動の主旨が伝わるよう

に取り組む。

(14)実践と研究との関連について

標題にあるように,生徒が主体的に取り組む体育授

業を目指し,「陸上」の領域で学校行事の体育大会との

関連を考慮して生徒が到達目標を明確に理解した中で,

体育学習に対して見通しをもって進めていくことがで

きる授業の構築を考えて4点の手立てを考えて実践す

ることとした。

1点目は,記録会の設定である。「自己の伸びが分か

ること」に着目して,達成すること,ゴールすること

ではなく,時間内にどれだけの道のりを走ることがで

きるか挑戦することに視点をおいて考えてみた。今回

の実践では,体育大会の種目に合わせること,陸上の

「走・投・跳」の要素の中でも「走」に着目して8秒

間走,100m走記録会に向けて走り方のポイントを初

期局面,中間局面,最終局面に分けてポイントをおさ

えながらからだを動かすことに自らの意識をもって取

り組むこと,さらにその中で記録に対して得点制を設

定して生徒が自己の新体カテスト50m走の記録から

下のシートを基に得点制を取り入れて意欲的に目標を

はっきりさせて取り組むことができる教材の工夫を行

った。

2点目は,体育ノートの活用である。授業の目的・

めあての明確化,単元の授業を系統的にとらえる観点

から振り返りをさせる機会をノートヘの感想,気付き

を言葉して表すことにより視覚的に振り返るきっかけ

を設けることができる。さらには,次時の課題へ気付

かせることにも活用できると考える。

3点目は,板書の工夫である。視覚的にみえる授業,

先を見通しながら行うことができる授業は効果的であ

ることから黒板を使用する。基本は白で記入し,生徒

に対してポイントとなる部分は黄・赤色で強調して,

屋外という確認しにくさがあるところでも配慮して示

し,指示内容を的確に理解させることが必要であると

考える。

4点目は,練習リレールの工夫である。体育大会の

直前であり,集団行動(入退場に関わる)学年種目(綱

引き),個人出場種目と多くの指導を実施しなくてはな

らない。その中で,体育大会の2週間前ぐらいから個

人種目に向けての個別練習を実施した。体育科教員が

4名在籍できたので,4種日(短距離スタート班,長

距離走班,リレー班,2人3脚班)に別れて取り組ま

せることとした。その中で,各班に「デジタルカメラ」

を配り,動き姿を撮ることに活用しながら,互いの動

きを観察する中で感じたこと・気付いたことを伝えあ

ったり,カメラの映像から自分の動きへの興味・関心

を引き出し指導内容に対しての自分の動きは正しくで

きているのか考える機会が生徒の学ぼうとする姿につ

ながったり,よりよい動きを考えだす生徒の姿に変化

していくと考える。

以上の4点の手立てから,生徒の主体的な学びを保

障すること,教師と生徒,生徒と生徒関係の中で互い

の動きを観察しながら,自らの課題に取り組もうとす

る生徒の育成を図ることができると考える。各単位時

間で,考えたことを実践し,振り返りながらさらに記

録の向上を目指し,課題を解決していく姿が生涯体育

のもとめる姿にもつながっていくと考える。

教職大学院の在籍中にサポーター校並びに教師力

向上実習I・Ⅱにおいてご指導いただいた実習校体育

主任指導教諭から頂戴した貴重な資料において,「授業

の達人を目指した体育授業のチェックポイント」(表

2)について4点の手立てと照らし合わせながら考え

る。

表2 研究課題と実践の内容の確認
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6 教師力向上実習IIの課題実践(指導案)

第1学年C・D組 保健体育学習指導案

日時:平成22年9月24日(金)第3限

場所:運動場(雨天時:体育館)

指導者:藤巻 裕昌

1 単元名 陸上競技「全力で駆けろ!丘中スプリ

ンター」 陸上競技(短距離走・ リレー)

2 単元について

単元と生徒の関係

1年生は,それぞれのクラスにより特色がある。ま

た,各クラスではまとまりのあるクラスもあれば,男

女の交流がないクラスといった状況はさまざまである。

その中でも,生徒の多くはまじめで,教師からの指示

に対して素直に受け止めて実施できる生徒が大半であ

る。生徒の多くは,体育の授業を楽しみにしており,

意欲的に取り組む姿が多く見られる。 1学期に実施さ

れた新体カテストの結果を見ると主観的に見られるク

ラスの雰囲気と記録の関係が見られる。記録がよい生

徒が多く在籍するクラスほど活発であり,運動部への

参加率が高くなっている。

そこで,運動部に参加している生徒が自分の記録を

向上させようとする意識がもてるように,さまざまな

練習場面を考える。練習形態もグループ分け(優劣の

5 指導計画

指導計画(10時間完了)

関係を幅広く)を実施して得意な生徒だけでなく,著

手な生徒も最後まで意欲的に実施できるように役割

を与えて学習を進めて技能と学び方を学ぶ態度を身に

付けさせたい。

3 単元の目標

(1)陸上競技に積極的に取り組み,健康・安全への

配慮,仲間と協力して目標を達成することができる。

(2)自分の能力に適した技能について動きのポイン

トを理解し,その技能を高めることができる。

(3)課題解決,記録の向上を目標に効果的な練習の

仕方を選択したり,見付けたりすることができる。

(4)学校独自のルールの理解を通して,陸上競技の

競技規則を身に付けることができる。

4授業計画(10時間完了)

(1)オリエンテーション・体育大会の入退場,準備

運動(集団行動の方法)。 3時間

(2)スタート,中間疾走を練習しよう。 2時間

(3)バトンパスをより速くするリレーをやってみよ

う。 2時間

(4)8秒間走の自己記録を更新しよう。 1時間

(5)体育大会の内容を完成させ,種目練習を実施し

よう。1時間(本時9/10時間)

(6)100m走・リレーの記録会。 1時間
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6 評価計画

評価計画(10時間完了)

7 本時の授業(9/10)

(1)目標

・ 体育大会の取り組み(集団行動,ストレッチ体

操)を一斉に実施することができる。

・ 一斉で行うことは積極的に実施し,安全に配慮

しながら取り組み方を工夫することができる。

・ 100m走の目標タイムを設定して,どのような走

り方をすることで目標を達成できるか考えるこ

とができる。

・ 体育大会での種目別練習において,既習事項を

生徒同士で確認,話し合いながら運動に取り組む

ことができる。

・ 他の生徒とデジタルカメラを活用して動きを

理解しながら,運動の仕組みを知ろうとすること

ができる。

(2)授業の構想

本時の授業では基本的な集団行動の指導を実施す

る。主に入退場・整列・礼・方向転換である。本番に

17

合わせて,意欲的に取り組んでいるところはしっかり

と認める声をかけて,生徒の意識を高めながら一体感

が感じられるように指導する。次に,次時での100m

走記録会へ向けて,100m走のタイムの具体的な目標タ

イムを設定させる。自分の50m走の走力を思い起こし,

既習事項でつかんだ学びを総合的に活かして目標タイ

ムからどれだけ記録を更新することができたかを得点

換算表を準備して,高得点を目指そうとする姿から学

習意欲や向上心を育む授業を行う。特に,スタートの

クラウチングスタート,スタートの後での前傾した姿

勢,中間疾走での伸びのあるストライド,フィニッシ

ュの姿勢,さらにコーナリング時のポイントについて,

既習事項と新しい学習内容を学び,次時の記録会への

準備をする。その後は,短距離走,長距離走,リレー,

2人3脚に分かれて同じ種目内容ごとに練習を行う。

今回は,互いの動きを教え合うことを目標とする。言

葉で伝える,動作で伝える,デジタルカメラの教具を

利用する方法を取り入れて個別学習を実施する。
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8 授業後の検討会でのご指導内容

9 授業反省・記録

10 実践結果の考察

第4週目の研究授業後に生徒に対して授業アンケー

トを実施した。今回の実践のテーマは,主体的に取り

組む生徒の育成であり,興味・関心,意欲,態度の3

つの項日に分けて集計することとした。アンケートの

結果は,次の図3,図4,図5の通りである。

て生徒が満足して実施できたことは意味のある結果と

なっだ。

図3 興味･関心にかかわる集計結果

図3から男子は,8割の生徒が体育授業に対して興

味・関心をもって取り組めている。女子は,男子より

も下がるが7割程度の生徒が同じように答えていた。

しかし,男女とも2害ﾘくらいの生徒が「少しつまらな

い･つまらない」と答えていた。具体的な感想として,

体育大会の決められた練習の繰り返しに対して不満を

もつ生徒がいたが,その繰り返しが本番につながって

いくことを教師が生徒に理解させていくことが重要で

あると考える。教材を検討する中で,指導教官の助言

を生かして,生徒が目的を理解しながら精一杯活動で

きる場の設定を取り入れ,実態により支援・助言を適

宜与えることを意識した。その結果として,実践の始

めは,今までに経験がない活動に対して戸惑いを感じ

る生徒もいたが継続した指導の結果,実践研究とし

図4 意欲にかかわる集計結果

図4から男女とも8割以上の生徒が意欲的に課題に

取り組めたと答えている。注目したいのは,男子は6

割近くの生徒が「頑張れる」と答えているのに対して,

女子の5害ﾘの生徒が「少し頑張れる」と項目の選択に

差が表れたこと,女子の16%が「少し頑張れない」と

の答えたことである。「疲れる」「走るのが嫌だ」とい

う感想から,体育大会の取り組みで繰り返しの指導の

中で,「自分たちで体育大会を作っていくことを意識し

なさい」と繰り返し指導してきた。その結果,苦手意

識のある生徒でも,「最後には,みんなで頑張ろうと思

う」という意思を記載していた。体育の授業のイメー

ジは,「きつい」「疲れる」といったのマイナスなイメ

ージがある。体育教師が生徒集団に対して体育授業の

目的・めあてを語りかけることで,生徒が見通しのあ

る活動が行える。また,生徒たちをもとめる姿に育て

ていくかを思い描き,伝達していくことが重要である

と考える。



図5 態度にかかわる集計集計結果

図5について述べる。今回の実践のテーマが,主体

的に取り組む生徒の育成である。また,学校行事の体

育大会における繰り返しの集団行動の要素である入退

場・かけ足の練習・ストレッチ体操についての取り組

みがあった。その中で,「約東事を守ることができたか」

という問いに対して,男女とも「少し守れた」と答え

る者が過半数を超えた。実践の対象学年が1年生であ

り,初めての取り組みでもあったため教師側からの叱

責,注意,助言する場面が多かったのも事実である。

また,9月の連日の猛暑日が続く中での実践であった

ため,生徒の気力・体力も継続させることが困難でも

あっだ。「小学校と違って難しい」「タラタラしてしま

った。叱られたこともあったけど,みんなで一生懸命

頑張り元気よく楽しむことができるようになっだ」「毎

回体育ノートを書くのは少しめんどくさいけれど,目

標を書くことによって今日はこんなことを頑張ろうと

いう目標が決められ,それに向かって頑張ろうという

気特になれた」という生徒の感想がみられた。情意面

では,辛いことが多いが集団で目標に向かって取り組

む活動であれば,生徒は積極的に集団として活動する

意思が芽生えてくるものであると分かっだ。そこには,

教師の役割は重要なものであり,学校行事との関連を

考えると教職員相互の連携の中で体育授業の時間,そ

れ以外の時間で集団を築き上げていくことがもとめら

れると考える。

Ⅲ 研究のまとめ

1 本研究で明らかになったこと

私は,「生徒が主体的に取り組む体育授業において,

到達目標を明確にし,見通しがもてる学習を進められ

る授業」を目指して実践研究を行った。実践では,生

徒が楽しく意欲的に活動でき,自分の課題が明らかに

することで,明確な目標が分かる授業の実現に向けて

授業構想,教材選択をした結果,実施したアンケート

の感想から,「繰り返して行うことは大切である」「ポ

イントを意識したら速く走れた気がする」等の生徒か

らの感想が得られた。以上のような実践研究の結果,

次のような課題が明らかになっだ。

① 授業のねらいを教師がはっきりと生徒に伝える

こと。

② 生徒が授業における明確な目標をもち,具体的な

方法で努力していくこと。

③ 個々の生徒に応じた目標設定,指導が行えるよう

にすること。

実践研究により,教材研究には実態に対応した指導

と評価の観点をもつことが必要であると分った。教師

が明確なねらい・授業構想をもち体育の授業に臨むこ

とがひいては生徒の体育の実践力を身に付けさせるこ

とにつながると考える。そのためには,教師が教材分

析を綿密に行い的確な指導をしていく授業力を付けて

いくことが重要である。

これからも体育授業において,自ら考えて行動でき

る生徒を育成するために研究課題「到達目標を明確に

した授業の在り方」を究明していきたい。

2 今後の課題

私は教師として,明確な指導をする点て多くの場面

で課題があると感じている。それは,教師の言葉をす

べての生徒に共通認識をもたせるための言葉の使い方

に問題があると感じている。具体的には,言葉の大き

さ,歯切れの悪さである。これは,経験に裏打ちされ

た自信が不足していることが問題である。今後の課題

として,繰り返しの指導実践において解決できるよう

に取り組む必要かおる。また,教師として児童・生徒

を観る観察力や教材研究を怠ることなく,追究してい

くことが必要である。社会の急激な変化,多様な要求

が存在する中で,教師として先を見通し育てていきた

い児童・生徒の目指す姿を思い描きながら,研修と修

養を行い続けていくことが求められる。

愛知教育大学教職大学院3年間の学びにおいて,小

学校,中学校,高等学校と幅広い教育現場に足を運ぶ

中,その時々で実習校の指導教官,愛知教育大学教職

大学院指導教官にご指導をいただいた。この場をお借

りしてご指導下さった方々に,お礼申し上げます。実

践研究を進める過程において,教師として必要となる

資質や能力を学んだ。その詳細については,ポートフ

ォリオ報告集にまとめることとする。
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